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第２回 光風台駅前エスカレーター代替案検討会議 会議録（概要） 

 

日 時  平成２３年８月６日（土）午後７時１５分より９時４０分 

場 所  光風台自治会館 

出席者  学識経験者  ：赤井阪大教授（会長）、猪井阪大助教（職務代理） 

     光風台自治会 ：水谷自治会長、倉場委員、飯田委員 

     新光風台自治会：大原自治会長、本山委員、吉岡委員 

     豊能町役場  ：鴻野建設課長、内田財政課長、木田企画政策課長 

傍聴者  上島府議、秋元議長、西岡議員、高尾議員、竹谷議員、小寺議員、 

高橋議員、住民１５名 

 

会長 開会。 

木田 資料確認。 

内田 「人件費の状況について」資料説明。 

質疑 議員の人件費、政務調査費などはいくらか。そういうものも詰めずに財

政難だとエスカレーターをやめるのは困る。 

内田 平成２１年度決算では議員報酬は合計約５，５００万円。月額３０万円。

議員の期末手当などの金額は今手元にない。 

会長 議会運営費用、議員定数、議員報酬、議員に対する費用などの町村比較

を次回用意されたい。 

内田 「普通会計決算の推移」資料説明。 

会長 臨時財政対策債の仕組みの解説。 

内田 「財政推計の変化」資料説明。 

質疑 人口減少や高齢化による町税の減収は見込んだか。エスカレーターが廃

止されると人口流出に拍車をかけ、人口はさらに減少する。 

職代 財政再建計画の目標である平成２６年度末の基金残高１０億円を上回る

２億円についてどう考えるのか。 

内田 １０億円は最低ラインの設定であり、１０億円で十分だという認識では

ない。さらに残すべきと考えている。 

内田 「財政再建計画の検討に際し俎上に載せた事業の一覧」資料説明。 

質疑 し尿処理は、廃止やコスト削減、簡易浄化槽への切り替えなど、合理化

できないか。し尿処理にかかる１軒当たりのコストはいくらか。 

内田 箕面市のし尿処理を受託している状況。軒数は不知。 

鴻野 下水処理区域内に簡易浄化槽は設置できない。不公平が生じる。 

木田 生活の基礎部分であり、やらねばならない。 

質疑 公園、街路樹の管理のうち、街路樹は伐採し、管理費を削減できないか。

街路樹を残してエスカレーターを廃止するという計画は甘い。エスカレータ

ーを残すために街路樹を伐採してもいいという人が過半数はいるはず。公園、

緑地の草刈に住民負担をお願いしたらどうか。自治会への補助金は無駄。 

鴻野 街路樹を伐採し、根を起こし、跡を舗装するとなると、莫大な費用がか
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かり、管理費の削減ではペイしない。管理基準を作成し、街路樹の管理につ

いて取り組んでいる。街路樹を残してほしいという人もいる。 

会長 住民負担は重要なポイント。負担のあり方の問題はこれから出てくる。 

質疑 消防署の建替えは必要か。なぜこの時期なのか。 

内田 耐震性がないことが明らかで、防災の拠点として必要。 

木田 箕面市との広域連携の協議が整ったから。地域の安心安全のために有効。 

質疑 高山地区まちづくり事業は必要か。 

内田 道路が狭隘で緊急自動車が通行できない。消火栓も不十分。旧高山小学

校の跡地利用も必要。このことから道路整備、消火栓整備、右近の郷の整備

を行ったもの。 

会長 し尿、公園・街路樹のコストと事業を残す理由について、次回資料を用

意されたい。 

木田 「豊能町地区別・年齢別人口表」資料説明。 

鴻野 「エスカレーター及びエレベーターのイニシャルコスト及びランニング

コスト」資料説明。 

会長 国の一括交付金が交付される場合、補助率は。補助額は。住民代表委員

が提示した見積りの内容は。 

鴻野 補助対象経費の５５％補助。事業費２億８千万円なら２億２～３千万円

が対象と思う。委員提示の見積書を見ると、見積もりから除外された工事が

ある。基礎の耐力の検討が必要。 

質疑 除外工事はあるが、それは数パーセントの増額のはず。基礎を作りかえ

る必要はない。町の見積りはオーバーだ。信用できる見積りを出すべきだ。 

会長 金額は幅を持って議論を進めることにしたい。 

鴻野 「光風台駅で電車を降車し、どのような手段で次の目的地に行くかの調

査を行う日の目安及びスケジュール」資料説明。 

質疑 迎えに来た車についてもどちらに行くのか調査されたい。大まかな年齢

も調査できないか。 

会長 調査日程、方法、人員など、町と自治会とで調整されたい。では次回に

ついて。 

質疑 エレベーターの仕様、場所、規格を示されたい。それがなければ、見積

もりができない。コンサルタントの設計が必要。 

会長 コンサルタントの件は次回詰める。 

質疑 エスカレーターがなくなったときの損失を議論すべき。 

職代 エスカレーターを残すのも一つの代替案だが、町の代替案を出すべき。 

木田 次回か次々回に町の代替案を提案したい。 

会長 次回は、エスカレーターに対する一括交付金がある場合、ない場合、事

業費が１億円の場合、２億円の場合など幅を持って議論を進めたい。町の代

替案も議論したい。 

木田 次回は９月３日。第４回は１０月２３日午後５時。 

以上 



第２回 光風台駅前エスカレーター代替案検討会議 

 

日 時 平成 23 年 8 月 6 日（土） 

午後 7 時～ 

                    場 所 光風台自治会館 

 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

２．議 題 

 （1）町の現状について 

 （2）エスカレーターの見積等 

 

３．第３回会議の日程 

  日 時   平成２３年９月３日（土）午後７時～ 

  場 所   新光風台自治会館 

 

４．第４回会議以降の日程 

  日 時   平成２３年 月 日（土）午後７時～ 

  場 所   光風台自治会館 

 

 

 

 

本日の資料 

  (1) 第１回 検討会議 会議録（概要） 

  (2) 人件費の状況について 

  (3) 財政推計の変化 

  (4) 普通会計決算の推移 

  (5) 財政再建計画の検討に際し俎上に載せた事業の一覧 

  (6) 豊能町地区別・年齢別人口表（平成２３年３月末） 

  (7) エスカレーター及びエレベーターのイニシャル・ランニングコスト 

  (8) エスカレーター利用者調査方法（案） 

  (9) 財政再建策の広報写し 
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人件費の状況について 
 

 
 人件費が他の町村に比べ高い原因については、職員給与の総額が多いことが影響しており、その

主な要因として、①職員数が相対的に多いこと、②職員の平均年齢が高いことが考えられ、それぞ

れの要因を検討した内容は、次のとおりである。 
 

Ⅰ．現 状 
○ 府内町村の人件費の状況（平成21年度決算）              （単位：百万円） 

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

歳出計 6,101 8,935 4,773 6,060 5,501 10,956 6,514 4,937 4,540 3,262 

人件費 2,198 2,355 1,064 1,284 1,039 3,084 1,179 1,432 952 718 

人件費率(%) 36.0 26.4 22.3 21.2 18.9 28.2 18.1 29.0 21.0 22.0 

 
○ 府内町村の職員数の状況                      （平成22.4.1現在） 
  豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

職

員

数 

一般行政 138 137 70 88 86 260 112 94 76 50 

全職員 246 240 128 168 126 389 161 165 119 80 

人
口
当
り 

一般行政 5.9 4.7 5.6 5.0 10.6 5.8 6.2 5.7 5.3 7.9 

全職員 10.5 8.2 10.3 9.5 15.5 8.7 8.9 10.0 8.3 12.7 

※ 一般行政部門は、教育、消防、特別会計、公営企業会計を除く部門 
※ 人口当りは、人口千人当たりの職員数 
 

Ⅱ．人件費の高い要因 
１． 職員数が相対的に多いこと 

職員数が多い要因として、清掃（ごみ収集）業務のうち主なもの(可燃ごみ)や給食調理業務を 
直営により行っていること、本町の地理的な状況を踏まえ、従来から東西それぞれの地区にサー 
ビスを提供してきたこと、また、他の町村と比べ、充実したサービスを提供してきたことが考え 
られる。 

（１）業務の直営によるもの 
○ 府内町村の業務の処理状況              

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

調理 × △ × ○ ○ ○ × × ○ ○ 

清掃 △ ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

※ ○印は全部委託、△印は一部委託、×印は直営 
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○ 府内町村の職員の配置状況（技能労務職、常勤職員のみ）       （平成22.4.1現在） 

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

調理 7 2 7 0 0 0 10 0 0 0 

清掃 12 5 0 0 4 0 0 0 0 0 

その他  8 4 4 2 3 0 4 4 0 1 

計 27 11 11 2 7 0 14 4 0 1 

 
○ 人件費の状況（平成23年度豊能町予算）    （単位：百万円） 

 
 
 
 
 

（２） 地理的な状況を踏まえた施設の設置によるもの 
 東西それぞれの地区にサービスを提供してきたことによるもの 
○ 府内町村の施設の設置状況 

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

消防署 2 1 0 1 0 1 0 1 0 0 

小学校 4 4 6 2 1 5 3 4 2 2 

中学校 2 2 2 1 1 3 1 1 1 1 

幼稚園 2 2 0 2 1 0 1 2 1 1 

保育所 2 2 1 2 1 6 3 1 0 0 

支所 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
○人件費の状況（平成23年度豊能町予算）                （単位：百万円） 

 消防署 小学校 中学校 幼稚園 保育所 吉川支所 計 

人件費 299 65 11 110 213 50 748 

1 施設当たり 149.5 16.2 5.5 55 106.5 50 ― 

 ※ 人件費は、常勤職員及び非常勤職員の合計 
 
 
 
 

 常勤職員 非常勤職員 計 

給食調理 45 44 89 

清掃（ごみ収集） 92 14 106 
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（３）住民サービスの充実を図るための施設の設置によるもの 
○府内町村の施設の設置状況 

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

図書館 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 

市民会館 1 2 1 0 0 2 0 0 1 1 

体育館 2 1 1 0 0 1 1 2 1 1 

公民館 2 0 0 1 1 1 1 2 1 0 

診療所 1 0 2 0 0 0 0 0 0 1 

  
○人件費の状況（平成23年度豊能町予算）             （単位：百万円） 

 図書館 文化ホール 体育館 公民館 診療所 計 

人件費 30 4 ― 8 59 101 

 ※ 人件費は、常勤職員及び非常勤職員の合計 
※ ただし、文化ホール及び公民館の人件費には、常勤職員の人件費は含まない。 

 
２． 職員の平均年齢が高いこと 
 これまで、職員の新規採用を抑制してきたことから、職員の高齢化が進んでおり、府内の他の町

村と比べると、職員の平均年齢が高くなっている。 
○ 過去10年間の職員の採用状況（豊能町） 

 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 

事務職 0 1 0 2 0 0 1 0 0 2 

消防職 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 

 
○ 府内町村の平均年齢と平均給料月額                 （平成22.4.1現在） 

 豊能町 島本町 能勢町 忠岡町 田尻町 熊取町 岬町 河南町 太子町 千早赤阪村 

平均年齢 46.2 39.3 41.3 47.7 41.8 42.5 45.5 45.8 44.9 46.3 

給料月額 

(千円) 
335.0 296.6 312.7 348.9 329.0 329.1 342.8 339.3 350.5 343.4 

ラス指数 92.5 101.4 96.0 94.5 99.5 98.7 96.0 94.8 98.4 94.8 
※ 給料月額は、豊能町は5％カット後、忠岡町・岬町は2％カット後の額 
※ 職員の平均年齢は、府内43市町村中3番目に高い。 

 



光風台駅前エスカレーター代替案検討会議資料

2011/8/24

（百万円）
平成21年10月現在
現在の住民サービスを続け、今後5年間に想定される臨時的・投資的事業をすべて施行したら

年度 20 21 22 23 24 25 26
実質収支 198 100 0 ▲ 177 ▲ 719 ▲ 1,208 ▲ 2,010
実質単年度収支 34 ▲ 237 ▲ 371 ▲ 814 ▲ 542 ▲ 489 ▲ 802
基金残高 1,331 1,156 660 0 0 0 0

平成22年3月現在
財政再建計画を実行したら

年度 20 21 22 23 24 25 26
実質収支 199 108 375 104 ▲ 132 ▲ 302 ▲ 623
実質単年度収支 34 ▲ 136 83 ▲ 84 ▲ 184 ▲ 170 ▲ 320
基金残高Ａ 1,331 1,158 901 1,128 1,219 1,258 1,297
基金残高Ｂ 1,087 956 674
※基金残高Ａは、Ｈ23から基金を取り崩さないことを前提にしたもの

平成23年3月現在
財政再建計画の進捗状況を反映したら

年度 20 21 22 23 24 25 26
実質収支 201 106 102 0 0 0
実質単年度収支 113 235 49 ▲ 315 ▲ 220 ▲ 464
基金残高 1,445 1,716 1,808 1,634 1,453 1,028
※現時点におけるＨ22の見込みは、実質収支2７0、実質単年度収支436、基金残高1,961。

用語の解説

・基金残高は、貸付金を含まない現金ベース。

※基金残高Ｂは、基金を取り崩すことを前提とし、単純に「基金残高Ａ＋実質収支」としたもの
で、この場合、Ｈ24からＨ26の実質収支はゼロ。

財政推計の変化

・実質収支とは、歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越す財源を控除した額。一般
的に実質収支の額を地方公共団体の黒字・赤字と言う。
・実質単年度収支とは、基金の積み立てと取り崩しがないとした場合の単年度収支で、その年
度の実質的な収支を表す。



光風台前エスカレーター代替案検討会議資料

2011/8/24

普通会計決算の推移 百万円
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
6,119 6,296 7,053 8,777 6,756 7,862 9,428 7,494 8,519 8,769 8,777 7,396 7,428 7,553 7,613 7,637 7,795 7,697 6,441 6,250 6,424 ア
2,205 2,668 3,177 3,281 3,377 3,054 3,251 3,276 3,464 3,309 3,238 3,039 2,971 2,914 2,659 2,569 2,504 2,459 2,626 2,611 2,460 イ
1,201 1,306 1,167 1,758 1,486 1,529 1,585 1,730 2,073 1,930 2,307 2,309 2,146 2,059 1,817 1,798 1,952 1,913 1,813 1,613 1,617 ウ

普通交付税 1,011 1,104 954 1,532 1,270 1,307 1,352 1,483 1,812 1,631 1,936 1,913 1,785 1,727 1,506 1,477 1,445 1,246 1,327 1,296 1,299 エ
特別交付税 190 202 213 226 216 222 233 247 261 300 370 396 360 332 311 321 508 667 486 317 319 オ

340 43 681 1,245 173 858 1,254 662 627 1,180 398 65 306 330 684 535 667 679 295 306 467 カ
臨時財政対策債 140 272 632 448 339 285 259 242 376 キ

5,738 6,069 6,844 8,555 6,614 7,634 9,247 7,228 8,182 8,359 8,473 7,168 7,306 6,854 6,870 7,334 7,402 7,741 6,196 6,017 6,101 ク
1,262 1,433 1,591 1,938 1,986 2,141 2,216 2,492 2,442 2,521 2,505 2,518 2,558 2,569 2,565 2,487 2,454 2,289 2,218 2,219 2,198 ケ

職員給 864 956 1,078 1,226 1,333 1,434 1,498 1,631 1,675 1,732 1,747 1,757 1,782 1,769 1,734 1,690 1,703 1,549 1,547 1,526 1,486 コ

381 227 209 222 142 227 181 267 338 411 304 228 122 699 743 304 393 225 244 233 323 サ
168 18 20 0 8 79 2 60 149 117 90 43 4 523 532 56 305 72 67 34 123 シ
213 209 189 222 134 149 180 207 189 294 214 185 118 176 211 248 88 154 178 198 201 ス

単年度収支 ▲ 17 ▲ 4 ▲ 20 33 ▲ 88 15 31 27 ▲ 18 105 ▲ 79 ▲ 29 ▲ 67 58 35 37 ▲ 160 66 24 21 2 セ
実質単年度収支 18 47 40 174 ▲ 97 ▲ 18 ▲ 56 ▲ 9 91 413 81 244 ▲ 159 ▲ 410 63 ▲ 67 ▲ 146 61 44 34 113 ソ

2,434 3,567 4,149 4,277 5,050 4,854 3,965 4,025 3,790 3,801 3,786 3,900 3,770 3,177 2,983 2,616 2,411 1,440 1,397 1,331 1,445 1,961 タ
財政調整基金 712 763 823 964 955 922 835 799 908 1,216 1,376 1,650 1,549 1,081 1,109 1,004 1,019 1,014 1,033 1,047 1,157 1,524 チ
その他特定目的基金計 1,722 2,804 3,326 3,313 4,095 3,932 3,130 3,226 2,882 2,585 2,410 2,250 2,221 2,096 1,874 1,612 1,392 426 364 284 288 437 ツ

町債残高 2,940 2,839 3,368 4,422 4,306 4,812 5,687 5,929 6,072 6,723 6,556 6,009 5,686 5,354 5,426 5,424 5,578 5,809 5,689 5,570 5,607 5,944 テ
臨時財政対策債残高 140 412 1,043 1,488 1,818 2,079 2,289 2,450 2,716 3,142 ト

臨時財政対策債の償還額(元金・利子) 2 5 13 29 51 79 115 144 157 ナ

22.0% 23.6% 23.2% 22.7% 30.0% 28.0% 24.0% 34.5% 29.8% 30.2% 29.6% 35.1% 35.0% 37.5% 37.3% 33.9% 33.2% 29.6% 35.8% 36.9% 36.0% #DIV/0! ニ
普通会計職員数（人） 193 208 216 225 238 251 261 270 268 272 271 269 266 263 260 248 248 237 236 232 229 223 ヌ

※普通会計とは、一般会計から介護保険、介護サービスに係る経費を除外し、土地取得特別会計を加えたもの。
※人件費は、議員報酬、委員報酬、非常勤報酬、特別職給、職員給、退職手当、共済費の計。
※職員給は、職員の給料と職員手当（退職手当を除く）の計。

※実質収支とは、歳入から歳出を際し引いた額（形式収支）から翌年度に繰り越す財源を控除した額で、一般的に実質収支の額を地方公共団体の黒字・赤字と言う。
※単年度収支とは、実質収支の前年度比較で、その年度中に発生した黒字・赤字を表す。
※実質単年度収支とは、財政調整基金の積み立てと取り崩しがないとした場合の単年度収支で、その年度の実質的な収支を表す。

歳出合計　Ｂ

年度
歳入合計　Ａ

町税
地方交付税

積立基金残高（貸付除）

人件費比率　Ｃ／B

人件費　Ｃ

形式収支　Ａ－Ｂ＝Ｄ
翌年度繰越財源　Ｅ
実質収支　Ｄ－Ｅ

町債



光風台駅前エスカレーター代替案検討会議資料
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●財政再建計画の対象とした事業 ●対象外とした主な事業※
項目 計画概要（22年3月） 項目

公共施設 公共施設
保健センター 豊悠プラザと統合 吉川支所
豊悠プラザ 保健センターと統合 老人福祉センター永寿荘
国保診療所（繰出金） 合理化 老人福祉センター豊寿荘
ふれあい文化センター 憩の家と統合 光風台留守家庭児童育成室
老人憩の家 ふれあい文化Ｃと統合 東ときわ台留守家庭児童育成室
農村婦人の家 廃止・地元移管 東能勢留守家庭児童育成室
双葉保育所 東能勢幼と統合 高山コミュニティセンター右近の郷
東能勢幼稚園 双葉保と統合 吉川保育所
吉川幼稚園 光風台幼と統合 中央公民館
光風台幼稚園 吉川幼と統合 西公民館
吉川公民館 廃止・地元移管 図書館
ユーベルホール 休止 郷土資料館
青少年総合スポーツセンター プールを廃止 スポーツ広場
シートス 指定管理料削減 ふれあい広場
光風台自転車駐車場 合理化
ときわ台自転車駐車場 合理化 経常的事業
妙見口自転車駐車場 合理化 公用マイクロバス

庁内イントラネット
経常的事業 介護保険
人件費 職員給与5％カットなど 後期高齢者医療
本庁受付業務 委託廃止 国民健康保険
巡回バス 全面見直し 住民健診、がん検診、予防接種
ごみ収集 有料化 障害者福祉
公民館の自主事業 廃止 老人医療
図書館の自主事業 廃止 障害者医療
社会教育関係施設の運営協議会 ひとつに統合 母子保健
上水道事業への繰出金 削減 乳幼児医療
下水道事業への繰出金 削減 国崎クリーンセンター

し尿処理
投資的事業 道路の維持補修
地デジ放送整備費助成（町単独） 見送り 公園・街路樹の管理
巡回バスの車両更新 見送り
国保診療所の医療機器更新 見送り 投資的事業
清掃事務所整備 見送り 防災無線のデジタル化
光風台駅前エスカレーター更新 見送り（廃止） 豊能郡美化センター解体事業
消防団ポンプ車の更新 隔年に ダイオキシン（ドラム缶）処理
図書館コンピュータシステム更新 見送り 橋梁長寿命化工事
ユーベルホール舞台装置等改修 見送り 光風台大橋耐震化工事
青少年総合スポーツセンター改修 見送り 一庫交差点拡幅改良工事
光風台自転車駐車場の塗装 見送り 高山地区まちづくり事業
吉川支所身体障害者用便所整備 見送り 牧地区ため池改修事業

高規格救急車更新
消防救急無線デジタル化
消防庁舎建替え工事
消防広域化
東能勢小学校耐震化工事
光風台小学校耐震化工事
東能勢中学校耐震化工事
吉川中学校耐震化工事

※平成22年3月現在、施行していた事業及び今後5年間に想定されていた事業の主なもの

財政再建計画の検討に際し俎上に載せた事業の一覧



男 女 男 女 男 女 男 女

東地区 2,045 311 279 1,832 1,828 556 717 2,699 2,824 5,523

吉    川 190 7 12 91 100 60 123 158 235 393

ときわ台 1,247 123 111 701 834 545 615 1,369 1,560 2,929

東ときわ台 1,803 245 204 1,459 1,634 613 611 2,317 2,449 4,766

光風台 2,057 208 195 1,309 1,605 852 880 2,369 2,680 5,049

新光風台 1,512 239 199 1,557 1,663 336 387 2,132 2,249 4,381

合　計 8,854 1,133 1,000 6,949 7,664 2,962 3,333 11,044 11,997 23,041

豊能町地区別・年齢別人口表

計

合 計

２０１１年  [平成２３年]  ３月末日   

１５～６４歳

地  区  名 世帯数

０～１４歳 ６５歳以上



○ エスカレーター及びエレベーターのイニシャルコスト及びランニングコスト 
 

区分 金額(千円) 備  考 

エスカレーター更新 280,000  

年間維持管理費 6,000 監視人件費除く 

エレベーター新設 162,000  

年間維持管理費 1,000 監視人件費除く 

 
  【参考】 

区分 次期更新費用(千円) 備  考 
エスカレーター 150,000 耐用年数 15 年 
エレベーター 25,000 耐用年数 17 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



○ 光風台駅で電車を降車し、どのような手段で次の目的地に行くかの調査を行う日の目安及びスケジ

ュール 
始発から終電まで光風台駅で降車した人の数および降車後の交通手段の調査。調査曜日は平日(火

又は木)の予定 
調査票のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人員配置の予定 

時刻 駅前 2 名 エスカレーター(上) 2 名 備考 
6:00～8:00      
8:00～10:00      
10:00～12:00      
12:00～14:00      
14:00～16:00      
16:00～18:00      
18:00～20:00      
20:00～22:00      
22:00～24:00      
0:00～1:00      

 
駅前の人員について 

エスカレーターの利用者は、17:00～22:00 までがピークと思われる。この時間帯を 3 名体制にし

てたほうがいいのでは。 
 
○ 調査を行う予定月日 

平成 23 年  月  日(  ) 
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財政再建計画の進捗状況をお知らせします

1 a



町長 池田 勇夫

 ５月に入り、暦の上では立夏を迎え、夏の気配を感じられる季
節となりました。豊能町の里山や公園でも木々の新緑が眩しく
感じられ、町も輝きを増してくる季節でもあります。
 さて、３月１１日に発生した東日本大震災では、関東・東北地

方を中心に大きな被害が発生し、多くの方々が犠牲になられましたことは、日頃か
ら防災に携わる身としまして、痛恨の極みであり、心から哀悼の意を表するところ
です。
　町としましても、震災の発生以降、義援金の受け付けや職員の派遣等の支援を行
ってまいりましたが、これまでに住民の皆さまや小・中学校の児童・生徒の皆さま
から多くの義援金のお申し出をいただいており、皆さまの温かいご支援に感謝いた
しますとともに、皆さまのご支援が今後の復興に役立てていただけるものと考えて
います。

　災害はいつ起こるか分かりません。今回の震災を契機として、皆さまも今まで以上に防災意識を
高めておられることと思いますが、私といたしましても、皆さまに安心して暮らしていただけるよ
う、より一層身を引き締め、震災はもとより災害に強いまちづくりの推進に努めてまいりますので、
よろしくお願いいたします。
　町としましては、引き続き、義援金の受け付けや職員の派遣を中心として、災害の支援を行って
まいりますので、皆さまの温かいご支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。

9   2011.5　広報とよの　～たばこは町内で買いましょう～
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